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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて籏

　

ま
た
、
基
本
動
作
や
形
、
対
人
的
動

作
の
組
手
を
通
し
、
武
道
の
伝
統
的
な

行
動
の
仕
方
に
留
意
し
、
自
分
を
律
す

る
克
己
心
な
ど
、
精
神
面
で
の
指
導
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
人
間
と
し
て
望
ま

し
い
自
己
の
形
成
が
図
れ
る
よ
う
意
識

し
て
い
る
。

組
手
を
し
た
い
と
い
う
声
を
受
け
て

　

空
手
道
指
導
推
進
校
事
業
の
２
年
目

ま
で
は
形
を
中
心
に
指
導
し
て
い
た
。

と
い
う
の
も
そ
の
年
の
体
育
祭
で
は
全

校
生
徒
に
よ
る
空
手
形
演
武
が
あ
り
、

全
体
で
綺
麗
に
演
武
し
て
い
る
様
子
を

見
せ
る
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
形
の
み

の
指
導
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
後
、
学
習
し
て
い
る
生
徒
か

ら
、
実
際
に
試
合
を
し
て
み
た
い
、
組

手
も
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
声
が
高
ま

り
、
私
自
身
も
翌
年
の
研
究
発
表
の
場

で
組
手
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
披
露
し

た
い
気
持
ち
も
あ
っ
て
、
次
の
年
、
３

年
生
に
組
手
を
指
導
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
際
に
、
本
校
空
手
道
部
の
外

空
手
道
を
導
入
し
た
経
緯

　

空
手
道
は
沖
縄
で
生
ま
れ
た
武
道
で

あ
り
、
沖
縄
県
で
は
郷
土
の
伝
統
文
化

と
し
て
保
健
体
育
科
に
取
り
入
れ
る
こ

と
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　

本
校
は
沖
縄
県
教
育
委
員
会
に
よ

り
、
平
成
22
年
度
よ
り
24
年
度
ま
で
の

３
年
間
、
空
手
道
指
導
推
進
校
の
指
定

を
受
け
、空
手
道
の
授
業
を
展
開
し
た
。

　

私
が
本
校
に
着
任
し
た
の
は
３
年
前

で
、
空
手
道
指
導
推
進
校
の
指
定
を
受

け
て
か
ら
２
年
目
で
あ
っ
た
。
私
は
そ

れ
ま
で
空
手
道
に
触
れ
た
こ
と
が
な
か

っ
た
た
め
、
８
月
と
11
月
に
開
催
さ
れ

た
学
校
体
育
実
技
武
道
指
導
者
養
成
講

習
会
に
参
加
し
た
。
８
月
に
講
習
、
11

月
に
段
位
認
定
試
験
を
受
け
、
沖
縄
県

空
手
道
連
盟
よ
り
初
段
を
認
可
さ
れ
た

が
、
ま
だ
ま
だ
空
手
道
の
初
心
者
で
あ

る
。

　

空
手
道
は
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
中

学
校
に
入
っ
て
か
ら
初
め
て
経
験
す
る

単
元
で
あ
り
、
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と

な
る
。
武
道
は
、
伝
統
的
な
行
動
の
仕

方
や
礼
儀
作
法
が
重
要
視
さ
れ
る
た

め
、
基
礎
・
基
本
と
な
る
基
本
動
作
を

し
っ
か
り
身
に
つ
け
さ
せ
る
よ
う
に
指

導
し
て
い
る
。

外
部
指
導
員
の
活
用
例
　
空
手
道

　

本
校
で
は
平
成
22
年
度
よ
り
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
か
ら
空
手
道
指
導

推
進
校
の
指
定
を
受
け
、
保
健
体
育
科
で
空
手
道
の
授
業
を
展
開
し
て
い

る
。
そ
の
１
、
２
年
目
は
形
の
習
得
を
中
心
に
授
業
を
展
開
し
て
い
た
が
、

生
徒
も
私
も
組
手
を
授
業
に
取
り
入
れ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
組
手

の
導
入
に
あ
た
っ
て
、
本
校
空
手
道
部
の
外
部
指
導
員
を
務
め
て
い
る
上う

え

地ち

拳け
ん

王お
う

先
生
に
空
手
道
授
業
へ
お
越
し
い
た
だ
い
た
。

　

上
地
先
生
に
は
組
手
を
中
心
に
授
業
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
が
、
組
手

で
学
習
し
た
こ
と
が
形
の
学
習
に
も
役
に
立
っ
て
い
る
。

　

そ
の
授
業
内
容
の
一
端
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

沖
縄
県
石
垣
市
立
石
垣
中
学
校
教
諭　

池
城　

博
史

■
シ
リ
ー
ズ
■

中
学
校
武
道

授
業
の
充
実
に
向
け
て
籏

生
徒
の
実
態

　

本
校
の
生
徒
は
活
発
な
生
徒
が
多

く
、
体
育
の
授
業
が
好
き
で
あ
る
者
が

多
い
。
１
年
生
女
子
（
34
名
）
の
授
業

前
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
空
手

道
経
験
者
が
２
、
３
名
で
ほ
と
ん
ど
が

初
体
験
で
あ
っ
た
。
ま
た
７
割
の
生
徒

が
「
む
ず
か
し
そ
う
、
楽
し
く
な
さ
そ

う
」
と
答
え
、
空
手
道
に
対
す
る
興

味
・
関
心
の
低
さ
が
う
か
が
え
た
。
一

方
で
、「
技
が
決
ま
る
と
か
っ
こ
い
い
」

や「
形
を
覚
え
て
発
表
し
た
い
」な
ど
、

前
向
き
な
回
答
も
あ
っ
た
。

　

２
年
生
男
子
（
36
名
）
で
は
、
空
手

道
が
好
き
と
答
え
た
生
徒
が
９
名
、
嫌

い
と
答
え
た
生
徒
が
24
名
で
、
積
極
的

な
姿
勢
の
者
と
そ
う
で
な
い
者
と
の
二

極
化
傾
向
に
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
生
徒

は
１
年
生
の
際
に
空
手
道
の
授
業
を
経

験
し
て
い
る
が
、
基
本
動
作
を
意
識
し

て
、
元
気
な
か
け
声
を
出
し
、
普
及
形

Ⅰ
・
Ⅱ
を
行
え
る
生
徒
は
少
な
い
。

　

３
年
生
男
子
（
35
名
）
で
も
同
じ
よ

う
な
傾
向
で
あ
る
が
、
３
年
生
に
な
る

と
組
手
の
授
業
を
期
待
し
て
い
る
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

１ ２生
徒
の
実
態
と

空
手
道
導
入
の
経
緯

外
部
指
導
員
導
入
の

経
緯

３ ４ ５ ６授
業
で
意
識
し
た
点

実
際
の
空
手
道
授
業

空
手
道
授
業
の
課
題

と
対
策

ま
と
め

７○
○
○
○
○
○

８○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

１ ２生
徒
の
実
態
と

空
手
道
導
入
の
経
緯

外
部
指
導
員
導
入
の

経
緯

３ ４ ５ ６授
業
で
意
識
し
た
点

実
際
の
空
手
道
授
業

空
手
道
授
業
の
課
題

と
対
策

ま
と
め

７○
○
○
○
○
○

８○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

上地先生（左）の指導は、実際に試合で経験したことなどを活かしており、効果的に授業を進めることができた
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部
指
導
員
で
、
地
元
で
道
場
を
開
い
て

い
る
上う
え

地ち

拳け
ん

王お
う

先
生
に
声
を
掛
け
て
、

授
業
の
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
、
快
諾

を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
組
手
の
授
業
を
行
う
に
あ

た
っ
て
試
合
時
間
や
危
険
な
技
の
排
除

な
ど
に
つ
い
て
入
念
に
打
合
せ
を
行
っ

た
。
具
体
的
に
は
試
合
時
間
は
50
秒
、

ま
た
、
試
合
は
中
段
突
き
、
上
段
突
き

の
み
と
し
、
足
技
は
反
則
と
し
た
。

道
着
は
自
費
購
入

　

本
校
で
は
授
業
で
使
う
教
材
と
い
う

こ
と
で
空
手
道
着
一
式
を
全
校
生
徒
に

購
入
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
指
導
推
進

校
に
指
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
若
干
の

余
裕
が
あ
り
、
組
手
用
の
拳
サ
ポ
ー
タ

ー
や
防
具
を
購
入
し
、
準
備
し
た
。
授

業
は
体
育
館
や
武
道
場
を
使
っ
て
行
っ

て
お
り
、
男
女
は
別
習
で
授
業
の
展
開

を
し
て
い
る
。

各
学
年
の
学
習
内
容

　

各
学
年
の
学
習
内
容
を
大
ま
か
に
紹

介
す
る
と
、
１
年
生
は
普
及
形
Ⅰ
・
Ⅱ

の
習
得
、
２
年
生
は
普
及
形
Ⅰ
・
Ⅱ
の

団
体
演
武
、
３
年
生
は
組
手
で
あ
る
。

ま
た
、
１
年
生
の
際
に
習
得
し
た
普
及

形
は
他
の
単
元
の
際
も
活
用
し
て
お

り
、
準
備
運
動
の
際
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
な

ど
と
も
に
普
及
形
も
年
間
を
通
じ
て
行

っ
て
い
る
。

授
業
は
教
員
主
導
で
行
う

　

授
業
で
は
、
指
導
は
保
健
体
育
科
教

員
が
行
い
、
上
地
先
生
に
は
残
身
の
大

切
さ
な
ど
空
手
道
の
精
神
に
関
わ
る
こ

と
や
技
を
行
う
上
で
大
事
な
ポ
イ
ン
ト

を
話
し
て
も
ら
っ
た
り
、
形
の
見
本
を

組
手
の
授
業
を
形
の
習
得
に
活
か
す

　

形
の
授
業
の
み
行
っ
て
い
た
際
に

は
、
突
き
、
蹴
り
、
受
け
と
い
っ
た
形
か
た
ち

を
追
う
だ
け
で
、
特
に
受
け
に
ス
ピ
ー

ド
感
の
な
い
生
徒
が
女
子
を
中
心
に
見

受
け
ら
れ
た
。
授
業
に
組
手
を
導
入
し

た
こ
と
で
、
相
手
が
ど
の
く
ら
い
の
速

さ
で
突
い
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

体
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
形か
た

を
行
う
際

に
は
相
手
が
攻
撃
し
て
く
る
こ
と
を
想

定
し
て
行
う
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

グ
ル
ー
プ
学
習
の
活
性
化
を
意
識

　

授
業
を
展
開
す
る
上
で
最
も
配
慮
し

た
の
は
も
ち
ろ
ん
安
全
面
で
あ
る
が
、

そ
の
他
に
グ
ル
ー
プ
学
習
の
活
性
化
に

つ
い
て
意
識
し
て
取
り
組
ん
だ
。

　

部
活
動
と
違
い
授
業
な
の
で
、
運
動

が
得
意
な
生
徒
も
い
れ
ば
、
不
得
意
な

生
徒
も
い
る
。
２
年
生
か
ら
は
形
を
団

体
で
、
３
年
生
か
ら
は
組
手
を
グ
ル
ー

プ
で
行
っ
た
。
そ
の
た
め
、
自
分
だ
け

が
で
き
た
り
、
勝
っ
た
り
し
た
と
し
て

学習指導の展開（１年生女子）

１ ２生
徒
の
実
態
と

空
手
道
導
入
の
経
緯

外
部
指
導
員
導
入
の

経
緯

３ ４ ５ ６授
業
で
意
識
し
た
点

実
際
の
空
手
道
授
業

空
手
道
授
業
の
課
題

と
対
策

ま
と
め

７○
○
○
○
○
○

８○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

１ ２生
徒
の
実
態
と

空
手
道
導
入
の
経
緯

外
部
指
導
員
導
入
の

経
緯

３ ４ ５ ６授
業
で
意
識
し
た
点

実
際
の
空
手
道
授
業

空
手
道
授
業
の
課
題

と
対
策

ま
と
め

７○
○
○
○
○
○

８○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

例
え
ば
、
生
徒
の
中
に
は
ボ
ク
シ
ン

グ
を
習
っ
て
い
る
者
が
お
り
、
そ
の
生

徒
が
反
射
的
に
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ン
チ
を

深
く
入
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
時
に
は
上
地
先
生
が
授
業
を
止

め
て
、
一
本
に
な
る
突
き
の
強
さ
や
反

則
に
な
る
突
き
の
強
さ
に
つ
い
て
指
導

さ
れ
た
り
も
し
た
。

組
手
試
合
の
ル
ー
ル

　

組
手
試
合
の
ル
ー
ル
は
、
前
述
の
試

合
時
間
と
禁
止
技
以
外
に
、
５
人
１
チ

ー
ム
と
し
、
３
ポ
イ
ン
ト
先
取
で
勝
ち

と
し
た
。
ま
た
、
突
き
の
動
作
は
し
っ

か
り
引
く
よ
う
指
導
し
、
残
身
を
意
識

さ
せ
た
。
相
手
に
強
く
当
た
っ
た
場
合

は
、
１
回
目
は
指
導
、
２
回
目
は
反
則

負
け
と
し
た
。
審
判
は
試
合
の
な
い
グ

ル
ー
プ
が
行
い
、
生
徒
同
士
で
審
判
を

行
っ
た
。

　

試
合
は
、
後
半
３
時
間
ほ
ど
を
使
っ

て
グ
ル
ー
プ
対
抗
の
リ
ー
グ
戦
を
行
っ

た
。
こ
れ
に
は
生
徒
た
ち
も
か
な
り
盛

り
上
が
り
、
そ
の
日
の
対
戦
相
手
を
授

業
前
に
確
認
し
、
作
戦
を
練
っ
た
り
し

て
い
た
。

試合の中では、危険なので足技は禁止にした

時間 学習のねらい及び学習内容・活動 教師の指導・支援 評価の観点

50
×
１

【オリエンテーション】

単元の全体計画について理解する。

⑴単元目標、単元のねらいについて理解する。
⑵空手の歴史について理解する。
⑶授業の進め方について理解する。
⑷評価方法、評価場面について理解する。
⑸学習カードの記入の仕方や学習資料の活用の仕方を

理解する。
⑹グループ活動の行い方やリーダーの役割について理

解する。

・単元の全体計画や毎時の授業
の流れを理解させる。

・評価規準、評価方法を明確に
知らせる。

・学習カードの書き方、学習資
料の活用の仕方を理解させ
る。

・グループ活動がスムーズに活
動できるようにする。

・事前アンケートを行い実態を
把握する。

○それぞれの説明に関心を持っ
て聞こうとする。

○学習の進め方を理解してい
る。

50
×
３

【ねらい１】

礼法や安全に対する心得を理解し、基本動作と技を正
しく身につける

⑴本時のねらいを確認する。
⑵グループミーティングをする。
⑶道着の着方、礼法や安全マナーについて理解する。
○道着の着用・立礼・座礼・立ち方・座り方・空手の

心得
⑷基本動作を理解する
立ち方→結び立ち・平行立ち・前屈立ち・しこ立ち
突き方→上段突き・中段突き・しこ立ち中段
受け方→上段・中段・下段
蹴り方→前蹴り
⑸グループごとに動きを見せ合う
⑹本時の活動を振り返り評価、反省を行う
⑺まとめと次時の確認

・本時のねらいを受けてグルー
プで、しっかりめあてが考え
られるようにする。

・礼法や基本動作をしっかり覚
えようとする姿勢を身につけ
させる。

・声を出しながら活動を行える
ようにする。

・場の工夫が行えるようにす
る。

・学習カードの記入がスムーズ
に行えるようにする。

○空手道の特性に関心を持ち進
んで取り組もうする。

○グループや自己の課題を見つ
けることができる。

○礼法や基本動作を習得するこ
とができる。

○課題解決のための練習の仕方
を知っている。

50
×
３

【ねらい２】

身につけた技を用いて普及形Ⅰ・Ⅱを習得する。

○お手本を見て、 普及形Ⅰ・Ⅱを習得しよう。
⑴本時のねらいを確認する。
⑵グループミーティングをする。
⑶グループ活動（基本動作）
⑷デジタル教材や掲示資料、お手本を見て普及形Ⅰ・

Ⅱの動きを修正する。
⑸発表会に向けて練習する。
⑹本時の活動を振り返り評価、反省を行う
⑺まとめと次時の確認

・準備、活動場所の安全につい
て指導する。

・グループ活動がスムーズにで
きるようにする。

・仲間と協力して活動できるよ
うにする。

・動きに修正が必要なグループ
には声かけやデジタル教材、
掲示資料の活用を促す。

・発表会に向けて入退場や隊形
の工夫ができるよう声かけす
る。

○仲間と協力しながら形習得し
ている。　　　　　　 

○グループや自己の課題を見つ
けることができる。　 

○課題解決のための工夫ができ
る。　　　　　　　　 

○身につけた基本動作を用いて
普及形Ⅰ・Ⅱを習得すること
ができる。　　　　　 

○課題解決のための練習の仕方
を知っている。　　　 

50
×
4

【ねらい３】

普及形Ⅰ・Ⅱのグループ発表会を行う。

めあて①
基本動作を丁寧に行い正しく形の演武ができる。
めあて②
他グループの演武を見てグループで話し合い評価する
ことができる。
⑴本時のねらいを確認する。
⑵グループミーティングをする。
⑶グループ活動（基本動作）
⑷発表会の準備（入退場の確認等）
⑸グループ発表会
⑹本時の活動を振り返り評価 ・反省をする。
⑺まとめ・次時の確認

・発表会が学び合い活動になる
ことを理解させる。

・グループミーティングで活発
な意見交換ができるようにす
る。

・課題解決のための練習ができ
るよう指導、支援する。

○入退場や隊形の工夫ができて
いる。　　　　　　　 

○普及形Ⅰ・Ⅱを習得し発表す
ることができる。　　 

○自己、グループのめあてにあ
った練習ができる。　 

○グループで話し合い他グルー
プの評価をすることができ
る。

50
×
１

【単元のまとめ】

単元の活動について振り返り、評価と反省をする

⑴グループで単元の全活動について振り返る。（相互
評価）

⑵個人で単元の全活動について振り返る。（自己評価）
⑶授業の感想を記入する。
⑷アンケートにて総括的評価を行う。
⑸まとめ

・グループや個人で単元の全活
動を振り返り自己評価や相互
評価ができるように指導・支
援する。

○単元の活動を振り返り、グル
ープ・自己の目標が達成でき
たか評価することができる。
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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて籏

門
家
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。

　

空
手
道
は
中
国
拳
法
を
源
流
と
し
、

沖
縄
在
来
の
武
術
「
手
テ
ィ
ー
」
と
融
合
し
、

二
度
の
禁
武
政
策
な
ど
、
時
代
の
影
響

も
強
く
受
け
な
が
ら
沖
縄
独
自
の
武
術

と
し
て
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
歴
史
な
ど
を
含
め
て
生

徒
に
学
習
さ
せ
る
こ
と
は
大
変
価
値
の

あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
運
動
特
性
と
し
て
、
相
手
と

攻
防
し
合
う
運
動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

礼
法
や
相
手
を
尊
重
し
、
人
格
を
認
め

合
う
態
度
、
公
正
な
態
度
、
健
康
・
安

全
に
留
意
し
て
行
う
態
度
な
ど
が
重
視

さ
れ
、
人
間
形
成
の
面
か
ら
も
非
常
に

効
果
的
な
運
動
で
あ
り
、
今
後
も
継
続

し
て
指
導
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

も
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
結
果
が
出
な

い
。

　

グ
ル
ー
プ
の
中
で
１
人
を
リ
ー
ダ
ー

と
し
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な
っ

て
、
め
あ
て
の
確
認
や
、
課
題
解
決
の

た
め
の
練
習
方
法
を
話
し
合
わ
せ
た
。

ま
た
、
試
合
の
時
に
は
作
戦
を
立
て
た

り
、
仲
間
の
試
合
を
全
員
で
応
援
し
た

り
、
技
や
注
意
点
を
教
え
合
う
な
ど
さ

せ
た
。
生
徒
同
士
の
活
発
な
や
り
取
り

が
行
え
る
よ
う
雰
囲
気
を
作
る
こ
と
を

腐
心
し
た
。
全
体
と
し
て
は
生
徒
は
楽

し
ん
で
い
た
し
、
私
と
し
て
も
う
ま
く

い
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

本
物
の
空
手
道
の
説
得
力

　

私
は
空
手
道
を
専
門
的
に
学
ん
だ
こ

と
が
な
い
の
で
、
普
及
形
以
上
の
こ
と

を
教
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
も
ど

か
し
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
一
昨

年
、
学
校
行
事
と
し
て
豊と

見み

城し
ろ

あ
ず
さ

氏
を
講
師
に
招
き
、
講
演
会
と
形
の
演

武
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
が
、
技
術
の

習
得
だ
け
で
は
な
く
、
生
き
方
全
体
に

１ ２生
徒
の
実
態
と

空
手
道
導
入
の
経
緯

外
部
指
導
員
導
入
の

経
緯

３ ４ ５ ６授
業
で
意
識
し
た
点

実
際
の
空
手
道
授
業

空
手
道
授
業
の
課
題

と
対
策

ま
と
め

７○
○
○
○
○
○

８○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

１ ２生
徒
の
実
態
と

空
手
道
導
入
の
経
緯

外
部
指
導
員
導
入
の

経
緯

３ ４ ５ ６授
業
で
意
識
し
た
点

実
際
の
空
手
道
授
業

空
手
道
授
業
の
課
題

と
対
策

ま
と
め

７○
○
○
○
○
○

８○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

通
じ
る
空
手
道
の
稽
古
に
つ
い
て
聞
い

た
り
、
形
の
気
迫
、
ス
ピ
ー
ド
、
視
線

な
ど
を
生
で
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生

徒
の
空
手
道
に
対
す
る
思
い
は
変
わ
っ

た
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
空
手
道
部
の
生
徒
が
い
る
ク

ラ
ス
で
は
、
そ
の
生
徒
に
授
業
で
扱
っ

て
い
る
以
外
の
形
を
演
武
し
て
も
ら

い
、
空
手
道
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を

引
く
よ
う
な
工
夫
は
続
け
て
い
る
。

　

生
徒
に
も
っ
と
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
形
を
披
露
し
、
学
習
に
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

今
年
は
、
上
地
先
生
に
は
１
年
生
の

授
業
に
お
呼
び
し
、
指
導
し
て
い
る
形

の
分
解
に
つ
い
て
生
徒
に
教
え
て
い
た

だ
い
た
。
す
る
と
、
生
徒
は
な
ぜ
自
分

が
こ
う
い
う
動
き
を
す
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
理
解
で
き
た
よ
う
で
、
そ
の
後

の
授
業
で
は
動
き
が
よ
く
な
っ
た
よ
う

に
思
う
。

　

今
後
も
継
続
し
て
外
部
指
導
員
を
活

用
し
て
い
き
、
本
物
の
空
手
道
を
見
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
映
像
教

材
も
所
有
し
て
い
る
が
、
生
の
迫
力
は

全
然
別
物
で
あ
る
。
地
元
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
広
げ
て
、
今
後
も
空
手
道
の
専

リーダーが中心となってグループで話し合う

グループでめあての確認や作戦を立てたりした

学習指導の展開（３年生男子）
時間 学習のねらい及び学習内容・活動 教師の指導・支援 評価の観点

50
×
１

【オリエンテーション】

単元の全体計画について理解する。

１）単元目標、単元のねらいについて理解する。
２）授業の進め方について理解する。
３）評価規準、評価方法、評価場面について理解する。
４）学習カードの記入の仕方や学習資料の活用の仕方を理

解する。
５）グループ活動の行い方やリーダーの役割について理解

する。

・単元の全体計画や毎時の授業の流
れを理解させる。

・１時間あたりの流れを理解させる。
・評価規準、評価方法、評価場面を

明確に知らせる。
・学習カードの意義、学習資料の必

要性を理解させる。
・グループ活動がスムーズにできる

ようにする。

《アンケート》
事前アンケートを行い
実態を把握する。

関それぞれの説明に関
心 を 持 っ て 聞 い て い
る。　　　　　 
知学習の進め方を理解
している。

50
×
３

【ねらい１】

組手の基本を学び、対人的動作（約束組手）を正しく身に
つける。

１）本時のねらいを確認する。
２）グループミーティングをする。
３）組手を行う際の安全マナーについて学ぶ
　　礼法、組手の心得、約束組手
４）グループ活動
・対人的動作（約束組手）を行う。
　　例：三本突き（上段、中段、しこ立ち中段）
　　　　上段揚げ受けから逆突き
　　　　中段受けから逆突き
　　　　前蹴りから追い突き
５）グループごとに動きを見せ合う。
６）本時の活動を振り返り評価・反省をする。
７）まとめ・次時の確認

・本時のねらいを受けてグループ
で、しっかりめあてが考えられる
ようにする。

・礼法や基本動作をしっかり覚えよ
うとする姿勢を身につけさせる。

・声を出しながら、活動を行えるよ
うにする。

・場の工夫が行えるようにする。
・学習カードの記入がスムーズに行

えるようにする。

関空手道の組手の基本
に関心を持ち進んで取
り組もうとする。

関安全に留意すること
ができる。　　 
思グループや自分の課
題を見つけることがで
きる。　　　　 
技 礼法やマナー、組手
の基本動作を身につけ
対人的動作を習得する
ことができる。 

50
×
７

【ねらい２】

約束組手のルールを学び、自分たちで「組手」の試合を楽
しむ。

〈めあて１〉
　○相突きの間合いを覚えよう。
１）本時のねらいを確認する。
２）グループミーティングをする。
３）グループ活動（アップ～基本動作）
４）お手本を見て「相突き」の動きを知る。
５）グループ活動（相突きの練習）
６）タッチ組手
　例：平行立ち→合図→前方へステップ→※指示の動作
　（上段順突き、中段逆突き等を左右）
〈めあて２〉
　○練習したことを活かし、組手のグループ対抗戦を行っ

てみよう。
５）グループ対抗の「組手」の試合を行う。

　　　　　　　（特性を味わう）
６）本時の活動を振り返り評価・反省をする。
７）まとめ・次時の確認

・学習の進め方を理解させる。
・準備、活動場所の安全について指

導する。
・グループ活動がスムーズにできる

ようにする。
・安全面に十分に配慮し、けが人が

でないようにする。
・｢学び合い｣ を意識した積極的な

活動ができるようにする。
・動きに修正が必要なグループには

声かけやデジタル教材や掲示資料
が参考にできるようにする。

・相突きの試合が、お互いを尊重
し、思いやりの心を持って行える
ように指導・支援する。

・グループミーティングで活発な意
見交換ができるようにする。

・学習カードの記入がスムーズに行
えるようにする。

★師範（T2）の動き
・練習が適切にされているか必要に

応じて指導する。
・グループ対抗戦において審判の仕

方や技術面、安全面の指導をする。

関自分の役割を自覚し
て仲間と協力して取り
組むことができる。

思グループや個人の課
題を見つけることがで
きる。　　　　 
思課題解決のための工
夫ができる。　 
技 相手を思いやり、組
手の試合を行うことが
できる。　　　 
知課題解決のための合
理的な練習の仕方を知
っている。　　 
知組手のルールを理解
している。　　 
関結果に対して公正な
態度をとろうとする。

50
×
１

【単元のまとめ】

単元の活動について振り返り、評価と反省をする。

１）グループで単元の全活動について振り返る。
　　（相互評価）
２）個人で単元の全活動について振り返る。
　　（自己評価）
３）授業の感想を記入する。
４）総括的評価を行う。（アンケートによる質問紙法）
５）まとめ、次単元についての確認

・グループや個人で単元の全活動を
振り返り自己評価や相互評価がで
きるように指導・支援する。

・学習の記録がまとめられるように
指導・支援する。

・次の単元につながるように総括す
る。

知単元の活動を振り返
り、自己・グループの
目標が達成できたか評
価することができる。

自他のグループの違いを
見つけ、課題を見つける。

グループ対抗の
試合を行う。




